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今年の授業ももうすぐ終了です！ 
４月から始まった武蔵野地域自由大学での学習はいかがでしたでしょうか。 

今号では、１月に開催する自由大学生限定の講座のご案内、そしていよいよ始

まる平成 16 年度大学正規科目の履修受付についてお知らせします。 

 

五大学共同講演会基調講演に、自由大学学長が登壇しました！ 

  
10 月 2 日（木）に行なわれた五大学共同 

 講演会の基調講演に、自由大学学長の長倉 
三郎先生が登壇されました。 

  「21 世紀を迎えて思うこと―拡大膨張 
から調和の世紀へ」をテーマに、20 世紀 
という時代の振り返りと 21 世紀への展望 
についてご講演いただきました。 
 この後、五大学各大学の教授陣による 
講演会がそれぞれの大学で開催されました。 

  
※五大学共同講演会の模様をケーブルテレビで放映しています。きき逃した方、もう一度ききたい方、ぜひ

ご覧下さい。    

 

武蔵野三鷹ケーブルテレビ９チャンネル 各回とも放送時間は午後 7時から 1.5～２時間 
テーマ 講師 放映日 

21 世紀を迎えて思うこと  

－拡大膨張から調和の世紀へ 

長倉 三郎 氏（武蔵野地域自由大学長、

日本学士院長） 

1 月 15 日 

（木） 

２月 16 日

（月） 

食品科学的視点からみた現在の食文化 

－つけもの等々の野菜加工品を中心にして  

金子 憲太郎 氏（日本獣医畜産大学応用

生命科学部食品科学科教授） 

１月 16 日 

（金） 

２月 17 日 

（火） 

「文明の衝突」と国際文化交流 
川村 陶子 氏 

（成蹊大学文学部助教授） 

１月 17 日 

（土） 

２月 18 日 

（水） 

南北朝鮮統一の展望 
野副 伸一 氏 

（亜細亜大学アジア研究所教授） 

１月 18 日 

（日） 

２月 19 日 

（木） 

戦後思想の再検討 

－丸山眞男を中心に－ 

中村 孝文 氏 

（武蔵野大学人間関係学部教授） 

１月 19 日

（月） 

２月 20 日 

（金） 

高齢化社会を支えるインターネット

－誰でも使いやすい情報通信システム－ 

渡辺 隆行 氏 

（東京女子大学現代文化学部助教授） 

１月 20 日

（火） 

２月 21 日

（土） 

                                               



自由大学に学ぶ（自由大学生を紹介するコーナーです） 
 

僕 張り切って大学生やっています              小関
こせき

 一齊
ひとし

さん

 
716 名の自由大学の皆々様 いかがお過ごしでし

ょうか。 
定年で退職したら時間がもう少しゆったり過ぎるも

のと想像していたのですが 40 年間走り続けてきた

サラリーマン癖が身に沁みついて抜けきらないため

か相変わらず年月の経つのが速いのです。 
僕、亜細亜大学法学部に籍を置き、毎週火曜日の午

後聴講しています。前期は政治学、後期はアメリカ

研究を。政治家の不祥事などの記事が報じられるに

つけ常々腹立たしく思っていました。 
政治とはなんぞや！だから『政治学』の基礎を。ア

メリカ大リーグ・イチローをテレビ観戦していたら、

そして野球場に映るアメリカのいろいろな顔を観て

いたら、未だ一度も行ったことのない国、『アメリカ

研究』を勉強してみたくなったという訳です。動機

は至って単純且つ純粋なのです。前期も後期もこの

教室、自由大学生は僕たった一人だけなのです。教

壇に向かって一列左側の前から 3 番目が指定席と勝

手に陣取って、教授の顔を睨めつけるように聴講す

るのが僕の癖なのです。合間に後を振り向くと必ず

や数人机にうつ伏せて本格的に居眠りしている学生

がいます。 
おい君、こんなに面白い講義を聞き逃すとは授業料

がもったいないぞ！そう心の中で呟いて、４０数年

前の自分に気づいて、今は亡きお袋の同じ呟き声が

かすかに聞こえてきます。 
 亜細亜大の講座は「地方自治」、「世界ことばの旅」、

「イラク後の朝鮮半島」など興味深いテーマが豊富

なので頻繁に通っています。僕、自由奔放な亜細亜

大の校風に親しみを感じています。安くて、美味し

くて、利用しやすい学生食堂で学生たちを観察する

のが面白いです。彼らの会話を傍らで耳にするとき

案外「なーるほど」と感心することがあります。 
 今年も終わろうとしているのに、僕にはまだそれら

しい友達が一人もできません。一度だけ体育系と思

しき学生さんから元気よく ッチワッ と挨拶され

ました。しかもトイレの中で。もしや僕のこと教授

と間違えたのでは？ 
皆様にはそれぞれの大学で新しい学友できましたか。

鎌内啓子様も前号でこのこと書いていましたね。橋

本勝様の第１号もしっかり読ませていただきました。 
趣味のこと、世の中の腹立たしいことや不愉快なこ 

 
僕、いまさら改めて女性のこと尊敬します。“人 

生を生き抜くことに器用だな～”と。初対面の人に

は よそゆきの顔で、言葉で接します。肩に力の入 
った硬い会話が尽きたら、カラオケボックスへでも

出かけて、勇気を出して今流行りの歌に挑戦してみ

ましょうよ。かく言う僕、機嫌よく酔えたら相も変

わらず、オーケストラが俺の歌に合わせろ とばか

り古ぶるしい艶歌ばかり唸っているのですが。 
吉祥寺ＴＫビル７階には,足しげく通うゴルフ・スク 
ールがあります。２階には雑学大学もあります。こ 
れからは僕たちの事務局とロビーのある８階へも 
時々は遊びに寄ろうとおもいます。 

私の生い立ちです。昭和 14 年 3 月、杉並区阿佐ヶ

谷成宗（当時）の官舎に末っ子（姉が 3 人）の長男

として生れました。小学校だけで 5 回転校しました。

杉並第一小、両親の故郷・山形県は上ノ山に疎開し

てその地で２回、東京に戻って武蔵野第三小、そし

て武蔵野第五小に辿り着いたのが 4 年生の 3 学期で

した。その頃は日本中が貧しく暗くて、楽しい学校

生活の想い出なんか殆ど残っていません。でも武蔵

野（女子）大学の校庭の大半が雑木林だった当時、

夏になるとカブト虫やクワガタをバケツにいっぱい

捕まえたものです。多摩川は清くウグイやオイカワ

が容易に釣れました。逃げた魚はいつも大きくて、

それを追って川の中へ飛び込んで、ずぶ濡れになる

こと一度・二度・三度・・・。チャンバラごっこに

飽きると、命の次に大切だった宝物・ベーゴマとメ

ンコを隠しておいた秘密の場所へ確かめに・・・。 
かくしてオ勉強とは無縁のまま武蔵野一中へ進学し

ましたが、全部の授業がチンプンカンプンでし

た。・・・それからあっという間に大人になりました。 
この‘あっという間’の半生の中に小説より面白い、

聞いて欲しい物語がたくさんあるのですが、この辺

で止めておきます。 
 

実力の東都大学野球 ＜亜細亜大学 対 青山

学院大学＞・・・今や心は知らず知らず母校より亜

細亜大学を応援している私なのです。  
 

 

 

と、そしてたまには遍く女性、ご婦人一度くらい思 
い切って吾が妻（女性は男性）のことを褒めちぎ 
るなど語る機会がありましたら、どうぞ僕も誘って 
ください。 



事務局よりお知らせ    ～講座情報～ 
 
 
  

自由大学生講座   今年度の大学聴講科目が終了しても学習意欲満載のあなたへ 

 
  自由大学生限定の講座を開催します。モンゴルに興味のある方、異文化に触れたい方、大

学の聴講科目が終了して何か講座をお探しの方、気軽にお電話ください！ 

自由大学開学にあたってご尽力いただいた元亜細亜大学学長でいらっしゃいます鯉渕信一

先生を講師にお招きします。モンゴルについてのあんなことこんなことどんどん質問してみましょ

う！ 

 

テ ー マ： モンゴル雑談～暮らしと価値観 

講 師： 鯉渕信一氏（亜細亜大学国際関係学部教授、前亜細亜大学学長） 

期 日： 平成 16 年１月 26 日（月） 

時 間： 午後２時～３時 30 分 

場 所： 自由大学交流センター 

対 象： 自由大学生 

定 員： ５０名（先着順） 

申込み： １月 15 日以降、自由大学事務局に電話で申込み 

（0422－20－6340） 

 

 

 

 

 

ドイツ文学交流会   「ドイツ文学」を聴講している方、興味のある方必見！ 

 
成蹊大学教授、三浦國泰先生のご好意により、「ドイツ文学」を今年度聴講している方、あ

るいは次年度以降聴講を希望している自由大学生を対象に、先生を囲み話合いの場を設け

ます。 

    

日時：平成 16 年 1 月 23 日（金）、午後 4 時から約 1 時間 

      場所：自由大学交流センター 

      対象：自由大学生で「ドイツ文学」を今年度聴講している方、次年度以降聴講を希望

している方（ドイツに興味を持っている方もお問合せください。） 

      申込み：１月 15 日以降、自由大学事務局に電話で申込み（0422－20－6340） 

           先着 15 名 
 

 

 



平成 16 年度大学正規科目の 

履修受付を行います！ 
 

大学正規科目とは、大学の一般学生が受講している科目の一部を自由大学生にも開

放し聴講していただくものです。幅広い分野の科目を開放しますので、きっと希望の科目が見

つかります。この機会をお見逃しなく！ 

 

◎正規科目を聴講できる大学： 

亜細亜大学、成蹊大学、日本獣医畜産大学、武蔵野大学 

 

◎開講期間： 

平成16年４月から１年間（大学の休日を除く） 

 

◎聴講可能科目数： 

１人、１大学通年科目で３科目(半期科目ならば６科目)、４大学合わせて最大

12科目まで(半期科目ならば24科目まで)聴講できます。 

   ※成蹊大学の文学部の科目については１人１科目までとします。 

※武蔵野大学（旧武蔵野女子大学）は、１年次の科目（一般学生が

男女で受講している科目）のみ男女ともに聴講できます。 

※各科目の定員を超えた場合聴講できない場合がありますが、第一希望の科

目については極力ご希望に添えるよう配慮いたします。 

 

◎正規科目の 1 科目あたりの聴講料： 

 通年科目 半期科目 

亜細亜大学 20,000 円 10,000 円 

成蹊大学 40,000 円 20,000 円 

日本獣医畜産大学 30,000 円 15,000 円 

武蔵野大学 30,000 円 15,000 円 

  ※半期科目であっても、通年科目と同等の授業数を有する科目（集 

中科目等）については、聴講料も通年科目の金額になります。 

※正規科目を聴講される方で市内在住の方には、１大学１万円(聴講

料が１万円を超えない場合は５千円)、２大学まで補助が出ます。

聴講料納付後、別途手続きが必要です。 

 



履修手続き 
  

１ 履修受付  ２月 16 日(月)～２月 19 日(木) 

※この期 間 以 外 には受 付 けできませんのでご注 意 ください。 

 

◎会場で科目一覧、シラバス(講義概要)を閲覧し、希望科目を選 

んで、必要書類を添えて申請してください。 

 

時  間：午前 10 時～午後８時 

会  場：自由大学交流センター 

必要書類：①健康診断書 １通 

(３ヶ月以内に受診した胸部レントゲン撮影結果と

医師の総合所見のあるもの、又は１年以内に受診し

た市の成人検診検査結果の写し、企業の健康診断で

レントゲン検査を行っていればその写しでも可。) 

②証明写真 希望大学数分 

(縦４cm×横３㎝。３ヶ月以内に撮影したもの。) 

③自由大学学生証(仮学生証)  

※２月 16 日以前には、平成 16 年度正規科目の科目一覧、講義概要を閲覧するこ

とはできません。平成 15 年度の講義概要を参考にしたい方は、自由大学交流セ

ンターで閲覧してください（平日午前 10 時～午後５時）。ただし、15 年度の科

目を必ずしも 16 年度に聴講できるとは限りません。また、時限等も変更する場

合があります。 

                  

２ 決定通知書の送付 ３月中旬 

大学の聴講許可後、決定通知書と聴講料納付書を送付します。 

指定の期日までに聴講料を納めてください。聴講料の納付を確認後、 

各大学で聴講生証を作成します。 

 

３ 大学でガイダンスを実施 ４月初旬 

  それぞれの大学で聴講にあたってのガイダンスを実施します。ガイ

ダンスの日程については、追ってご案内いたします。 

 

※武蔵野市在住の方は聴講料補助制度の手続きが別途必要です。対象者には詳細

を追ってご連絡いたします。  

 



         自由大学交流センターの利用について         

自由大学交流センターをどんどん利用してください！ 
自由大学生の交流のスペースとして設けた自由大学交流センター、まだ、あまり活用されて

いないのが現状です。当初、自由大学生が半数以上いることを利用の要件としていましたが、

「それでは利用するのが困難」というご意見をいただき、当面、下記のような形でご利用い

ただくことになりました。団体の会議、打合せ、勉強会、団体会報誌の印刷等、幅広くご活

用ください！みなさんのお越しをお待ちしています！ 
 

開 館 日： 平日（土日祝日、年末年始は休館日） 
開館時間： 午前 10 時～午後５時 
利用資格： 個人利用･･･自由大学生 
      団体利用･･･ ①自由大学生が１人以上いる団体 
             ②銀青会、銀蹊会（単一会、合同会）、老壮（単一会、連合会）、

エルダリー（期会、合同会） 
※銀青会･･･亜細亜大学の聴講生として学習した人たちの団体 
銀蹊会･･･成蹊大学の聴講生として学習した人たちの団体 
老壮･･･老壮セミナー（旧老壮大学）（生涯学習スポーツ課）で学習した人たちの団体 
エルダリー･･･高齢者総合センターで行っているエルダリー学園で学習した人たちの団体 

※大学もしくは市が行う講座で学習した上記４つの団体については、当面自由大学生がいる

いないにかかわらずご利用いただけることとします。 
備  品： 印刷機（１台）、裁断機（１台）、机（3 人掛け 18 台）、椅子（54 脚）、 

パーティション（9） 
利用時間： 当面は午前､午後等の区分を設けませんので､利用したい時間をお申し出下さい｡ 
申込み方法： 事務局に使用申請書を提出してください（電話予約可）。 
そ の 他： 交流の場の促進としての飲食は可。ただし、アルコールは不可。 

後片付け、ゴミの持ち帰りは各自お願いします。 
 

お互いに節度をもった利用をこころがけて自由にご利用ください。ただし、利用者が多数になり 
問題が生じた場合には、利用について変更する場合がございます。ご了承ください。 

                    

     武蔵野地域自由大学事務局(交流センター内)        

 

空いた時間は TK ビルへ！ 

〒180‐0004 

武蔵野市吉祥寺本町２－５－１０ 

       ＴＫ吉祥寺ビル８階 

   吉祥寺駅北口徒歩７分 
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